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はじめに 
廃タイヤなどから得られる乾留炭化物であるリサイクルカーボンブラック(以下RCB)は、舗装技術でいう他

産業再生資材に位置されるものである1)。RCBに含まれるカーボンブラックはゴムや樹脂等の高分子工業分野
において強度増強や耐候性改善用の充填材として知られており、RCBをアスファルト混合物に添加して、動
的安定度や骨材飛散抵抗性を改善する検討が行われている2）。また、近年では、ほとんど汎用的に用いられて

いる各種改質アスファルトによる耐久性改善の対応においては、これらに用いられる樹脂やエラストマーとい

った改質材は有機材料であるため、経年劣化の問題があり、これを解決する手段としてのカーボンブラック添

加について検討した例も報告されている3）。しかしながら、RCBは超微粒子で凝集しているのでアスファル
ト中でダマになりやすく、またアスファルトとの親和性に優れるため、かえって混合物中に均一な混合分散が

難しいなどの問題も持っている。ここではRCB添加によるアスファルトへの分散性や混合物物性の変化や、
とくに、再生アスファルト混合物の場合の混合分散性を改善するために開発したプレミックスタイプの再生用

特殊改質アスファルトの効果について検討した実験例を報告する。 
 
１．RCBに関する検討例 
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 RCB（純度約 70％）を舗装に利用する上での利点
は、RCBに含まれるカーボンブラックの紫外線遮蔽効
果である。図－１は、カーボンブラック(純度 100%)
をポリプロピレンに添加した場合の紫外線遮光係数を

示したものであり2）、酸化チタンや酸化鉄の場合より

も大きいことがわかる。試験施工でのRCB入り舗装は
2 年半経過後においても黒々として新品のように見え
ており、その効果が確かめられている。 
一方 RCBの問題点は、前述のとおり超微粒子で凝 

集しているため混合中にダマになりやすいことである。

これについては、カーボンブラックによるアスファルト

の劣化抑制に関する研究において、均一分散させるために 60℃のような高粘性にしたアスファルトにモルタ
ルミキサタイプの混合機でせん断力を加え混練する方法の例がある3）。ただこの方法は実際のアスファルトプ

ラントには適用できない。RCBを通常のアスファルト混合物の混合温度（150～180℃）で混合する場合には、
アスファルトがこれよりも低い粘性のため混合分散が不十分となる可能性が高く、混合物物性の低下だけでな

く、その特徴である紫外線遮蔽効果を十分に発揮できない心配がある。この解決方法の一つとしてRCBを石
粉と事前混合することによる分散性改善が研究されている2）。しかし、RCBを含めたそれぞれの他産業再生
資材を有効に活用するためには、それら特性に対応する改質アスファルトの適用が対応策の一つである4）。 

図－１ カーボンブラック添加ポリプロピレン

の紫外線遮蔽効果2)



２．特殊改質アスファルトによる改善効果 
表－１ 特殊再生改質アスの品質性状 

(再生骨材率 40%対応) 
２．１ 特殊再生用改質アスファルトの開発 

RCBをプラントミックス混合する際に使用する、再生アス
ファルト混合物用プレミックスタイプの特殊改質アスファル

ト（以下、特殊再生改質アス）を開発した。特殊再生改質ア

スは以下に示すように、とくに RCBとの混合分散性の改善に
主眼をおいて開発したものである。 

特殊再生改質アス 汎用再生改質アス

針入度 1/10mm 88 73

軟化点 ℃ 82.5 89

粘度（160℃） ｍPa･s 755 855

①再生アスファルト混合物への適用において、RCB をできるだけ再生骨材中の旧アスファルトにまで混合
分散しやすくするために、旧アスファルトとの相溶性が高いオイル（鉱物油、旧アスファルトの針入度を

回復させるとともに、出来る限り低粘度のもの）をプレミックスした。 
②RCBのための分散剤として有効と見られる各種脂肪酸の中から、熱安定性のよいものを選定・添加した。 
③改質Ⅱ型相当の再生アスファルトが得られるよう、改質ポリマーを再生骨材混入率に応じた添加量とした。 
表－１に再生骨材 40％混入対応の特殊再生改質アスの性状を汎用プレミックスタイプの再生用改質アスフ
ァルト（以下、汎用再生改質アス）と比較して示す。特殊再生改質アスの物性としては、再生骨材中の旧アス

ファルトとの混合性を向上させるために、高温粘度（160℃）を汎用再生改質アスより低く設定した。 
 
２．２ RCB添加再生アスファルト混合物に対する特殊
特殊再生改質アスをRCB添加

再生改質アスの物性改善効果 
再生アスファルト混合

物に適用したときの物性改善効果を、一般的な再生添加

剤を使用したプラントミックス方式のストレートアス

ファルト（以下、ストアス）および汎用再生改質アスと

の比較で検討した。混合物物性としては、RCB の混合
分散性の良し悪しが骨材把握力に影響すると考えて、低

温カンタブロ試験(試験温度-20℃)を行った。混合物粒
度は密粒(20)とし、再生骨材混入率を 0、20、40％と変
化させ、RCB 添加量は一定とし、新規石粉の２％を置
換えた。検証結果の例として、低温カンタブロ試験結果

を図－2に示す。RCB入り再生混合物のカンタブロ損失
率はストアスより改質アスファルト系のほうが小さく、

また改質アスファルト系で比べると、汎用再生改質アスより特殊再生改質アスのほうが、低温カンタブロ損失

率は小さい。この結果は、特殊再生改質アスが RCB添加混合物に対しては、より適したバインダーであるこ
とを示している。 
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  図－２ 3種のバインダーを用いた RCB 
  添加再生密粒混合物の再生骨材混入率と 
低温カンタブロ損失率の関係 
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